平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 1，We're talking 9
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

Which ～, A or B? で「ＡとＢのどちらが～ですか」と人に好みをたずねる会話をすることができる。
評価方法：

【スピーキング（ダイアローグ）】Which ～, A or B? で好みをたずねる表現を使って，人に好みをたずねる会話をさせ，その出来を評価する。

教師と生徒のロール・プレイによるテストを行う。カードを生徒に見せた後に，教師が生徒を一人ずつ面接する
留意点
　テストに際は，生徒がもとの教室に戻って情報交換をすることのないように，人の動きに配慮する（教室１に待機させ，教室２で試験実施後，教室３に移動させる。また，待機中およびテスト終了時に行う課題を与えておく。）ことが必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

A: Which do you want, meat or fish? と言って，好みをたずねると同時に，自分の好みも説明できる
B: Which do you want, meat or fish? と言って，好みをたずねることができる

C: 好みをたずねることができない
評価課題：


解答例：

Teacher: I'm hungry.
        Let's eat lunch at that shop. 
Student: OK.
        Which do you want, fish or meat?
Teacher: Meat, please.
        How about you?
Student: Me?
        I want meat too.
　留意点
基本的に，授業で学習したskitを元にした会話である。従って，あまり自由度は求められない。ここでの評価対象は，Which do you want, fish or meat?の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達しているかどうかの判断には影響をあたえない。












ロールプレイ・カード


あなたは友達と一緒に昼食を食べようとしています。魚（fish）と肉（meat）のどちらを食べたいか，相手にたずねましょう。また，自分の好みも相手に伝えましょう。最初に相手があなたに昼食を食べようと話しかけてきます。








